
２．市民部会と行政部会の協働 

 市民部会と行政部会との話し合いから、生活習慣の変容を継続させ、かつ市民同士の「仲間づくり」や地域に自らの役割を見出し「生き

がい」づくりとなる活動として、次のような取り組みがなされてきている。 

１）生活習慣の改善の目標達成のための多様な選択肢づくり 

 個別健康教育や健診後事後指導により生活習慣の改善の達成目標を立てた者には身近にある多様なメニューを活用し、目標達成にむけて、

生活習慣の改善を図り、効果を挙げている。 

①指導の期間や内容、時間帯が限られた従来の事業から、自分のライフスタイルにあった時間帯や運動メニューを選べる事業内容に変更

し、事業が終了した後も継続して生活習慣の改善ができるよう、民間のスポーツ施設を活用 

  ②体育指導委員協議会は、年代層に合わせた各種スポーツの集いやウォーキング指導者の養成                          

③地域活動栄養士協議会の出前栄養指導、連合婦人会による各地区での料理教室や歩こう会、自治会連合会の地域の祭りやスポーツ大会

等、各団体の自主的な取り組み    

２）早期発見を促す機会の拡大 

 若い年代層が様々な場所で自分の健康状態について知り、さらには糖尿病予備軍を発見できるために以下のような取り組みを行っている。 

①市が実施する生活習慣病予防教室に市民部会員が加わり対象者を支援することで、市民部会員が市内各地で実施する取り組みに、自分

の健康状態をチェックできる内容（食習慣・運動習慣、BMI・腹囲測定など）を組み込んで実施。 

②各種健康イベントで簡易血糖検査等を実施。今後さらに商工会等の協力を得て拡大する方針。 

③薬剤師会のまちかど相談薬局   

３）地域住民の関心と健康課題の把握と共有         

主に行政部会が中心となり合併した地区へも出向き、自治会のみならず各市民団体や学校、職域において「地域懇談会」を開催し、地域

の健康状態（健診結果、介護認定や保険料、医療費）等の健康課題をフィードバックし、市民の意識をとらえてきている。また、より市民と

協働するために、各市民団体や学校、職域におけるファシリテーター等の人材を発掘している。 

地域での取り組む生活習慣病予防の効果評価 

  これらの健康づくりの取り組みの予防効果については、医師会や保健所、保健センター等が構成員である「岩国市糖尿病対策協議会」で

評価し、今後は地域職域連携推進協議会においても評価していく。 
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